
　「このプロジェクトは本当におもしろい。みんないい子ばかりだね。こ

っちも子どもになって遊べる」。そう笑って話す、才乙で民宿を経営す

る谷本節男さんは、「北広島町子ども農山村交流プロジェクト」において、

８月20日からの３日間、福山市立新市小学校５年生男子４人を受け入れ

た。芸北地域の各民宿は、スキー客の減少などで苦しい経営を強いら

れていたが、今、明るい展開が生まれている。（関連記事３～７ページ）

子ども農山村交流　　　　　　 民宿タニモト（才乙）巻頭

　音と舞の自然讃歌「オロチ」
２

ＴＯＰＩＣＳ

　農山村交流
３

まちの話題

　聖湖マラソン大会／プロ野球二軍戦 ほか
８

生活

　Stop 消費者トラブル／地デジ説明会 ほか
９

保健・福祉・子育て・生活・環境・文化

　健康通信／お知らせ伝言板 ほか
10

防災・その他

　防災最前線／求人情報コーナー ほか
14

高原からの花便り

　協調が成功の秘訣 ゴマナ
16

平成２1 年

広報
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2009  No.56
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本番前に念入りな最終打ち合わせをする秋山指揮者（奥右）

広響の女性団員との写真撮影に応じる、山王神楽団・
田坂真吾団長（中央）。舞台では大蛇の舞を演じた。

舞台を終え楽屋に戻った団員たちは、拍手、握手、ハイタッチ、
抱擁などで喜び合った。右端は東山神楽団・宮上宜則団長。

大成功を喜び、竹下正彦団長（北広島
町長・右）と冨田副団長ががっちり握手。

㊤ 

８
頭
の
大
蛇
の
勇
姿
と
音
響
の
迫
力
が
、ホ
ー
ル
全
体
を
包
み
込
ん
だ
。

㊧ 

山
王
神
楽
団
・
川
本
喜
美
代
さ
ん
の
、し
の
笛
独
奏
。
秋
山
指
揮
者
は「
繊

細
で
い
い
音
。
全
体
を
き
ゅ
っ
と
引
き
締
め
る
役
に
な
っ
た
」
と
評
価
し
た
。

晴
生
副
団
長
（
山
王
神
楽
団
顧
問
）

は
、「
だ
れ
も
が
成
功
さ
せ
よ
う

と
一
生
懸
命
に
な
り
、
気
持
ち
が

一
つ
に
な
っ
た
か
ら
で
き
た
こ
と
。

み
ん
な
よ
く
や
っ
た
。
み
ん
な
が

主
役
だ
」
と
、
感
動
を
表
現
し
た
。

　

自
然
の
母
な
る
神
で
も
あ
る
大

蛇
を
「
退
治
し
な
い
」
と
い
う
新

発
想
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
来
年
３
月

に
北
広
島
町
で
も
上
演
予
定
だ
。

し
て
、
８
月
31
日
に
広
島
市
の
Ａ

Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
演
じ
た
、「
オ

ロ
チ
～
火
と
水
へ
の
讃さ

ん

歌か

」
は
、

構
想
か
ら
数
年
か
か
っ
た
、
広
島

交
響
楽
団
と
の
夢
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ト
音

楽
大
学
の
伴
谷
晃
二
音
楽
学
部
長

が
作
曲
。
壮
大
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
と
、
太
鼓
や
笛
の
神
楽
ば

や
し
の
音
と
を
巧
み
に
結
ん
だ
旋

律
に
の
り
、
８
頭
の
大お

ろ

ち蛇
や
須す

佐さ

之の
お
の
み
こ
と

男
命
な
ど
14
人
の
舞
方
が
、
約

80
分
間
の
舞
台
を
演
じ
た
。

　

指
揮
を
務
め
た
広
響
音
楽
監

督
・
秋
山
和
慶
常
任
指
揮
者
は
、

「
い
つ
か
共
演
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
実
現
し

ま
し
た
。
神
楽
団
の
み
な
さ
ん
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
圧
倒
的
な
迫

力
で
し
た
」
と
高
く
評
価
。
冨
田

　

世
界
初
─
─
─
。
神
楽
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
、
異
文
化
の
共

演
が
実
現
し
た
。

　

山
王
（
本
地
）、
東
山
（
石
井

谷
）、
八
重
西
（
寺
原
）、
中
川
戸

（
川
戸
）
の
４
神
楽
団
で
７
月
に

結
成
し
た
北
広
島
神
楽
団
。「
ひ

ろ
し
ま
夏
の
芸
術
祭
」
の
一
幕
と

音と舞の自然讃歌
北広島神楽団が広響と共演



3 Public Relations Kitahiroshima
�009.10

写真： ミニトマトをもぎ取る、福山市立新市小学
校５年、千葉帆乃夏さん㊨と中川鈴奈さん。受け
入れ民宿の徳永二三江さん（才乙）は、「自分で
収穫すると、みんなよく食べますね。出荷分は青
いうちに採りますが、赤くなってから採った方が糖
度が高くておいしいんですよ」と笑顔で話します。

北広島町子ども
  農山村交流

プロジェクト

農山村交流
ＴＯＰＩＣＳ

北広島町子ども農山村交流プロジェクト★実績

年 月 日 数 児童数 学 校 ・ 学 年

H20 年 ７月 1 泊 2 日 39 江田島市立 柿浦小 ４～６年

H20 年 ８月 4 泊 5 日 22 福山市立 箕島小 ４年

H20 年 10 月 4 泊 5 日 79 広島市立 井口明神小 ５年

H21 年 １月
2 泊 3 日 25 府中市立 北小 ４～６年

2 泊 3 日 41 江田島市立 柿浦小 ４～６年

H21 年 ２月
1 泊 2 日 22 福山市立 箕島小 ４年

2 泊 3 日 42 江田島市立 柿浦小 ４～６年

H21 年 ７月
3 泊 4 日 31 広島市立 黄金山小 ５年

3 泊 4 日 16 竹原市立 忠海東小 ５・６年

H21 年 ８月

3 泊 4 日 28 江田島市立 切串小 ５・６年

4 泊 5 日 22 江田島市立 三高小 ５・６年

4 泊 5 日 48 福山市立 新市小 ５年

　

小
学
生
の
農
山
漁
村
で
の
長
期
宿
泊
体
験
活
動
が
�

全
国
約
90
市
町
村
で
本
格
化
�
て
い
ま
�
�
都
市
と

農
村
の
交
流
�
児
童
の
豊
か
な
心
の
育
成
�
地
域
再

生
な
�
�
目
的
に
�
平
成
20
年
度
か
�
国
が
取
り
組

ん
で
い
�
「
子
�
も
農
山
漁
村
交
流
プ
�
ジ
�
ク
ト
」�

北
広
島
町
�
�
広
島
県
唯
一
の
受
入
�
デ
ル
地
域
に
選

�
�
�
今
年
２
年
目
�
迎
�
ま
�
た
�
活
動
拠
点
と
な

�
の
�
�
農
家
民
宿
の
多
い
芸
北
地
域
�
８
月
18
日
に

�
�
参
加
9
校
目
と
な
�
福
山
市
立
新
市
小
学
校
の

�
年
生
48
人
が
訪
�
�
�
日
間
滞
在
�
ま
�
た
�
活
動

の
一
部
�
才
乙
地
区
の
民
宿
で
の
様
子
�
紹
介
�
ま
�
�
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大楠 裕哉 くん

食事作りはやった

ことなかったけど、

野菜の皮をむいた

り切ったりできた。

下江 恭輔 くん

ご飯をたくさん食

べられた。神楽は

初めて見たけど、

楽しかった。

戸田 舜介 くん

雲月山に登り、県

の境界まで行った

のが、おもしろか

った。

佐野 峻介 くん

キャンプファイヤ

ーで歌ったりゲー

ムをしたりしたの

が楽しかった。

民宿での活動内容は、各経営者に任されています。
谷本さんは今回、コンクリートを使う作業を教えました。

才乙の「民宿徳永」周辺。放牧された牛が、仲良く寄り添っています。

　

C
A

S
E 1

　

民
宿
�
�
�
ト

　

美
し
く
広
が
る
田
園
の
一
角

で
、
放
牧
さ
れ
た
数
頭
の
牛
が
の

ん
び
り
と
草
を
は
�―

―

、
そ

ん
な
風
景
が
日
常
と
呼
べ
る
空

間
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
島
根

県
境
の
標
高
千
メ
ー
ト
ル
を
超

す
冠
山
の
�
も
と
、
才
乙
地
区
。

　

「
み
ん
な
素
直
で
か
わ
い
い
、

い
い
子
ば
っ
か
り
で
楽
し
い
で

す
ね
」。
都
会
の
子
の
元
気
さ
に
目
を
細
め
て
話

す
の
は
、才
乙
の
「
民
宿
タ
ニ
モ
ト
」
の
経
営
主
、

谷
本
節
男
さ
ん
。
北
広
島
町
子
ど
も
農
山
村
交
流

プ
ロ
ジ
�
ク
ト
に
お
け
る
受
入
民
宿
と
し
て
、
こ

の
夏
休
み
も
大
忙
し
で
し
た
。

　

新
市
小
児
童
48
人
は
、
八
幡
湿
原
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
雲
月
山
登
山
、
神
楽
鑑
賞
、
リ
ン
ゴ
園
作
業

な
ど
を
、
ロ
グ
�
ウ
ス
２
泊
を
は
さ
ん
で
体
験
。

８
月
20
日
か
ら
の
後
半
２
泊
は
、
３
、
４
人
�
つ

の
班
に
分
か
れ
、
13
か
所
の
民
宿
へ
散
ら
ば
っ
て

い
き
ま
し
た
。「
タ
ニ
モ
ト
」に
や
っ
て
き
た
の
は
、

５
年
１
組
の
男
子
４
人
。
そ
の
晩
は
花
火
遊
び
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
都
会
で
は
や
り
に
く
い
打

ち
上
げ
花
火
も
で
き
、
全
員
が
「
一
番
楽
し
か
っ

た
」
と
口
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
民
宿
か
ら
、

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
民
宿
へ
。

福山市立新市小学校５年１組
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福山市立新市小学校

１組担任
 
竹田 和子

 
先生 ㊤

２組担任
 
木下 恵介

 
先生 ㊦

野菜の収穫など、日常ではできない活動がここ

ではできます。自然の旬のおいしさからでも、子

どもたちが感じ取るものは多いでしょう。嫌いな

ピーマンを輪切りにしたら、「味が違う」とよく

食べた子もいました。槇原リンゴ園でいただい

たトマトも、よく食べていましたね。どの民宿で

も家庭的な暖かさで迎えていただき、子どもた

ちの顔も優しい表情に変わったように見えます。

民
宿
�
�
�
�

谷
本 

節
男 

さ
ん

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
本
当
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
子
�
�
�
�
�
�
�
�

先
生
�
保
護
者
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
子
�
�
�
�
�
�
遊

�
�
�
�
�
�
�
子
�
�
�
�
�
帰
�
�
後

�
静
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
笑
��

�

�
�
�
子
�
�
�
�
�
�
巻
�
込
�
�
�

�
�
�
�
�
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
程

度
�
�
�
�
�
厳
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
食
事
�
�
��
好
�
嫌
�
�
�
�
食
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
食
物
�
�
�
�
�
以

外
�
�
�
�
何
�
�
食
�
�
�
�
�
�
食
事

�
準
備
�
片
付
�
�
洗
濯
�
窓
�
�
�
�
�

手
伝
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
家
�

�
自
然
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
作
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
芸
北
�
民
宿
�

�
�
�
�
大
事
�
事
業
�
客
�
減
�
�
寂
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
衛
生
的

�
�
安
心
�
安
全
�
空
間
�
提
供
�
�
�
�

�
�
厳
�
�
�
�
�
�
�
受
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
来
�
�
�
�

�
�
�
思
�
�
�
�
�
�
�
民
宿
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
面
�
先
�
読
�
�
�
�
�
�
�

建
物
�
改
造
�
�
�
�
�
�
�
�
意
欲
�
生

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
魚
釣
�

�
�
�
�
�
�
�
整
備
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
冬
�
�
�
�
�
�
�
来
�
�
�
�
�

�

元
気
�
�
�
子
�
�
�
特
�
印
象
�
残
�

�
�
�
�
�
前
�
�
日
泊
�
�
�
男
�
子
�
�

最
後
�
�
帰
�
�
�
�
�
�
�
泣
�
出
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

農山村交流

手
伝
い
が
、
家
で
も
自
然
に
で
き
る
よ
う
に

ど
の
子
も
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
か
ら
、そ
の
き

手
伝
い
が
、
家
で
も
自
然
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

ど
の
子
も
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
か
ら
、そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
。
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千葉 帆乃夏 さん

家の近くに山がある

など、自然が多かった。

牛が自然の中にいる

のがいいと思った。

中川 鈴奈 さん

地域の人と交流し

て、話をしたり、ご

飯を作ったりしたの

が楽しかった。

下江 里奈 さん

雲月山に登り、県の境

まで行ったのが楽し

かった。しんどかった

けど頑張って歩いた。

上野 栞 さん

トマトが甘くておい

しかった。きゅうり

はすごく長いのがあ

ってびっくりした。

畑からナス、ピーマン、オクラなど
を収穫して運びました。「今夜は野
菜いためよ。オクラはみそ汁に入れ
ましょう」と徳永さん（右から２人目）。

「
�
か
所
に
�
粒
�
�
ま
い
�
�
だ
さ
い
�
」。

徳
永
さ
ん
の
説
明
を
聞
い
�
、
聖
護
院
�

�
�
�
の
種
を
ま
�
女
子
児
童
た
�
。

　

C
A

S
E
 2

　

民
宿
徳
永

　

「
お
か
え
り
」。
わ
が
子
の
帰

宅
を
迎
え
る
よ
う
に
優
し
く
声

を
か
け
る
の
は
、
才
乙
の
徳
永

二
三
江
さ
ん
。
８
月
21
日
朝
、

前
日
か
ら
泊
ま
っ
て
い
る
「
民

宿
徳
永
」
を
出
発
し
た
新
市
小

５
年
２
組
の
女
子
４
人
が
、
林

業
体
験
と
昼
食
を
終
え
て
、
午

後
１
時
半
に
民
宿
へ
帰
っ
て
き

た
の
で
す
。
「
少
し
中
で
休
も

う
ね
」
と
徳
永
さ
ん
。
「
民
宿

に
い
る
間
は
親
も
先
生
も
い
な

い
か
ら
、
と
に
か
く
け
が
を
さ

せ
な
い
よ
う
気
を
配
っ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
素
直
で
い
い
子
で

す
よ
」。

　

徳
永
さ
ん
が
用
意
し
た
生
活

体
験
活
動
は
、
野
菜
作
り
で
す
。

こ
の
日
は
ま
�
、
聖し

ょ
う
ご
い
ん

護
院
ダ
イ

コ
ン
の
種
ま
き
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。さ
ら
に
、

夕
食
に
使
う
た

め
の
野
菜
の
収

穫
。

ス

イ

�

も
、
畑
で
採
れ

た
て
の
も
の
を

冷
や
し
て
食
べ

ま
し
た
。
徳
永

さ
ん
は
話
し
ま

す
。「
質
素
か

も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
野
菜
は
買
わ
�
に
旬

し
�
ん

の
も

の
を
使
い
ま
す
。
ト
マ
ト
や
�

ー
マ
ン
が
嫌
い
で
も
、
み
ん
な

よ
く
食
べ
て
く
れ
ま
す
よ
。
田

舎
の
生
活
は
、
都
会
の
子
に
と

っ
て
感
動
が
大
き
い
の
で
し
ょ

う
ね
」。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
才
乙

地
区
に
住
�
児
童
も
年
々
減
少

し
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

近
所
で
子
ど
も
の
声
を
聞
く
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で

す
。
そ
の
分
、
都
会
の
小
学
生

の
受
入
期
間
中
は
、「
楽
し
く

て
元
気
が
も
ら
え
る
し
、
こ
ち

ら
も
勉
強
に
な
り
ま
す
」
と
徳

永
さ
ん
。
「
で
も
、
最
後
に
帰

っ
て
い
く
と
き
は
、
い
つ
も
寂

し
い
で
す
ね
。
涙
を
こ
ら
え
る

の
が
大
変
で
す
」。

福山市立新市小学校５年２組

野
菜
は
買
わ
ず
に
、

旬
の
も
の
を
使
い
ま
す
。

み
ん
な
よ
く
食
べ
て
く
れ
ま
す
よ
。
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農山村交流

都会の小学生たちは、民宿ならではの家族的な雰囲気に包
まれます。写真右端は、「民宿徳永」経営主の徳永修三さん。

　

冬
場
に
ス
キ
ー
民
宿
を
営
�

農
家
が
数
多
く
あ
る
北
広
島
町

芸
北
地
域
。
暖
冬
に
よ
る
雪
不

足
や
ス
キ
ー
離
れ
に
よ
り
、
宿

泊
客
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
各
民

宿
に
、「
子
ど
も
農
山
村
交
流

プ
ロ
ジ
�
ク
ト
」
は
、
新
た
な

展
開
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

力
強
い
子
ど
も
の
成
長
、
元

気
な
地
域
づ
く
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
な
ど
、
都
市
と
農
山

村
と
も
に
利
点
の
多
い
こ
の
事

業
は
、
農
林
水
産
省
が
文
部
科

学
省
、
総
務
省
と
連
携
し
て
全

国
的
に
推
進
中
。
北
広
島
町
で

は
、
平
成
20
年
度
に
体
制
整
備

型
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
指
定

を
受
け
、
芸
北
地
域
全
体
で
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
四
季
を
通
じ

て
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
長

期
宿
泊
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
、
命
を
大
切
に
す
る
心
、
人

を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
た

め
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
受

け
入
れ
て
い
き
ま
す
。

夕方には、徳永さんの愛犬ハル（雌のボーダーコ
リー）と散歩に出かけました。近所に住む沖野隆
義さん宅で飼われている、４匹の羊を見に行くル
ートが、子どもたちの人気コースとなっています。

都
市
と
農
山
村
と
も
に
利
点
。
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岩場からの飛び込みなどが児童に人気の、奥滝山峡での川遊び８人程度の班に分かれ、交代しながら間伐に挑戦する児童たち

トムソーヤスピリッツ
町内児童たちがキャンプ

　早朝４時からの大佐山登山などを行う、芸北地

域でのキャンプ「トムソーヤスピリッツ 2009」

が、８月 10 日から２泊３日で開催されました。

４年生以上の小学生 50 人が町内各地から参加。

登山や川遊び、バーベキュー、流しそうめん、

クラフト作り、キャンプファイヤーなどを楽し

みました。「さよならのつどい」で、新庄小学校

４年の須貝円香さんは、「早朝登山は疲れたけど、

最後まで登れてよかった」と喜んでいました。

芸北で児童が林業体験
ヒノキの間伐で森林交流

　子どもたちの自然や郷土を愛する心を育むた

め、８月 21 日に川小田で林業体験交流事業が実

施されました。芸北地域の３年生以上の小学生

78 人が参加し、森林インストラクターの指導で

ヒノキの間伐、枝払いなどを体験。美和小学校

５年の野田武大くんは、「のこぎりが引っかかっ

てむずかしかった。木の皮をむいたら中がつる

つるで楽しかった」と話していました。作業後

の木工教室では、小物入れ作りを楽しみました。

終了後の野球教室で、豊平中学校野球部と談笑する岩本選手㊨

豊平でプロ野球二軍戦
外野芝生化どんぐり球場

　今年外野が芝生化された豊平どんぐりスタジ

アムで、８月 23 日にプロ野球ウエスタンリー

グ公式戦が行われました。広島東洋カープ入団

１年目の岩本貴裕選手は、父親が北広島町戸谷

出身。右翼をフルイニング守り、「芝生はイレギ

ュラーが少ないので、バウンドに合わせやすい。

外野手はチャージしていかないといけないが、

思い切っていける」と話していました。試合は、

広島が８対５で福岡ソフトバンクを下しました。

聖湖を臨むハーフマラソンコースには約 1300 人がエントリー

八幡高原聖湖マラソン
参加者ついに３千人超す

　第 26 回八幡高原聖湖マラソン大会が、９月６

日に八幡地区で開催され、ハーフマラソン、10

キロ、５キロの３コース合計で、過去最高の約

３千 200 人が参加しました。昭和 59 年に、561

人の参加で始まったこの大会。初秋の大自然を

満喫しながら走るコースが人気を呼び、県外か

らのエントリーも多く、年々参加者が増加。昨

年から、芸北地域の人口を上回る数の走者がエ

ントリーする、大きな大会に発展しました。
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  通販やＴＶショッピングは
  クーリング・オフできる？

　商品カタログによる通信販売、テレビショッピング

やネットショッピングは、クーリング・オフの対象外

になります。クーリング・オフは、訪問販売や電話勧

誘などの、消費者が考える時間を十分に取れない商法

に対しての制度だからです。

　通信販売などを利用するときは、返品の条件などを

よく確認してから注文しましょう。

費者トラブル消

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権センター（北広島町有田４９５- １）

　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０８２６ - ７２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時・13 時～ 16 時

Stop

　

平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で

に
、
現
在
の
テ
レ
ビ
地
上
ア
ナ

ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
従
来
の
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
ま
ま
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
北
広

島
町
で
は
、
10
月
に
総
務
省
広

島
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
広
島
）
に
よ

る
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
準
備

説
明
会
を
開
き
ま
す
。
地
デ
ジ

の
魅
力
や
視
聴
方
法
に
つ
い

て
、
映
像
を
交
え
な
が
ら
約
１

時
間
で
説
明
し
ま
す
。
参
加
料

は
無
料
で
す
。

日
時
と
会
場

10
月
12
日
（
月
）
11
時
～

　

八
幡
高
原
セ
ン
タ
ー
、

　

中
祖
会
館

10
月
12
日
（
月
）
14
時
～

　

芸
北
文
化
ホ
ー
ル
、

　

美
和
集
会
セ
ン
タ
ー

10
月
13
日
（
火
）
11
時
～

　

大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー
、

　

八
重
西
総
合
セ
ン
タ
ー

10
月
13
日
（
火
）
14
時
～

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
正
寿
園
、

　

南
方
総
合
セ
ン
タ
ー

10
月
14
日
（
水
）
11
時
～

　

川
戸
特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
、

　

役
場
本
庁

10
月
14
日
（
水
）
14
時
～

　

北
広
島
町
図
書
館

10
月
15
日
（
木
）
11
時
～

　

本
地
総
合
セ
ン
タ
ー
、

　

原
東
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ
り
か
ご
荘

10
月
15
日
（
木
）
14
時
～

　

蔵
迫
地
区
セ
ン
タ
ー
、

　

八
重
総
合
セ
ン
タ
ー
、

　

豊
平
中
央
公
民
館

　

総
務
省
「
デ
ジ
サ
ポ
広
島
」

　


０
８
２
‐
５
４
４
‐
０
２
２
７

地上デジタル放送
準備説明会

問

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ
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保健課健康増進係
 0826-72-0853

芸北ホリスティックセンター
 0826-35-0230

大朝保健センター
 0826-82-2211

豊平保健福祉総合センター
 0826-84-1501

㈱
サ
ス
テ
ッ
ク
で
ラ
ジ
オ
体
操

　

事
業
所
へ
の
働
き
か
け
と
し

て
、
大
朝
の
株
式
会
社
サ
ス
テ

ッ
ク
へ
、
７
月
（
写
真
右
）
と

８
月
に
運
動
部
会
員
が
訪
問
し

ま
し
た
。
サ
ス
テ
ッ
ク
で
は
以

前
か
ら
、
社
員
の
健
康
づ
く
り

と
事
故
防
止
を
目
的
に
、
毎
朝

就
業
前
に
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
体
操
を
よ

り
効
果
的
に
す
る
方
法
や
、
夏

八
幡
の
女
性
グ
ル
ー
プ
で
運
動

　

身
近
な
地
域
へ
の
働
き
か
け

と
し
て
は
、
７
月
16
日
に
八
幡

地
区
の
女
性
グ
ル
ー
プ
（
写
真

左
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の

グ
ル
ー
プ
は
、
18
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
女
性
を
中
心
に
、
月
１

①
町
全
体
へ
の
働
き
か
け

　

町
内
の
有
線
・
無
線
放
送
を

利
用
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
月

に
１
回
放
送
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」（
11

ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
参
加
し
ま
す
。

②
身
近
な
地
域
へ
の
働
き
か
け

　

サ
ロ
ン
や
子
ど
も
園
な
ど
、

依
頼
の
あ
っ
た
集
ま
り
で
、
出

前
運
動
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
事
業
所
へ
の
働
き
か
け

　

町
内
２
か
所
の
事
業
所
を
訪

問
し
、
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
事

故
防
止
・
疲
労
防
止
」
な
ど
の

運
動
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

まめマメきたひろし

ま運動部会は、今年

度の活動を３つの柱

で進めています。

場
の
脱
水
症
予
防
に
つ
い
て
、

健
康
運
動
指
導
士
が
説
明
し
ま

し
た
。

回
自
主
的
に
集
ま
っ
て
運
動
を

し
て
い
ま
す
。
１
回
５
０
０
円

の
会
費
を
集
め
、
講
師
料
に
充

て
て
い
る
よ
う
で
す
。
直
接
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
結
び
つ
か
な
い
人

も
多
い
よ
う
で
す
が
、
何
よ
り

楽
し
み
な
が
ら
、
大
笑
い
し
な

が
ら
運
動
を
す
る
の
が
、
続
け

る
秘
け
つ
だ
と
か
。
運
動
し
た

翌
日
は
、｢

体
が
軽
い｣

と
い

う
効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
運

動
部
会
で
は
、
こ
の
よ
う
に
自

主
的
に
運
動
を
し
て
い
る
み
な

さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
地

域
で
運
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

C
L
O

S
E
 U

P
>>>

  

明
治
・
大
正

　
　

生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん
！

　
　

元
気
の
秘
け
つ
は
何
？

　

有
田
の
立
川
コ
ミ
サ
さ
ん
は

99
歳
。
元
気
の
秘
け
つ
は
、「
毎

日
の
規
則
正
し
い
生
活
と
、
好

き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ
と
」。

手
紙
や
日
記
を
書
く
こ
と
や
読

書
が
日
課
で
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
は

イ
ン
ク
が
な
く
な
る
ま
で
使
う

そ
う
で
す
。

　

コ
ミ
サ
さ
ん
は
、
近
代
日
本

洋
画
史
を
代
表
す
る
画
家
・
靉

光
（
あ
い
み
つ
）
の
妹
で
、
作

品
「
コ
ミ
サ
（
洋
傘
に
よ
る
少

女
）」
に
描
か
れ
た
本
人
で
も
あ

り
ま
す
。
モ
デ
ル
と
な
っ
た
当

時
は
20
歳
。「
洋
傘
を
母
が
持
っ

て
き
て
く
れ
、
こ
が
あ
し
と
れ

言
わ
れ
ま
し
た
。
髪
型
は
兄
が

整
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
、
79

年
前
を
振
り
返
る
コ
ミ
サ
さ
ん
。

　

今
で
は
、
週
３
日
の
デ
イ
ケ

ア
に
通
い
、「
い
ろ
い
ろ
な
人

と
話
を
す
る
こ
と
が
一
番
の
楽

し
み
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

（
取
材
／
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま

　
　
　
　
　
　

健
診
・
心
の
健
康
部
会
）

　康
通
健

信

Healthy
Communication

第 54 回

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

 

町
へ
、
地
域
へ
、
事
業
所
へ
、

 

「
運
動
」
テ
ー
マ
に
働
き
か
け
。

　
　
　
　
　

ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
運
動
部
会

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報
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「
８
０
２
０
げ
ん
き
な
歯
」

の
平
成
21
年
度
表
彰
式
が
、
８

月
28
日
に
芸
北
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
中

高
年
歯
科
健
診
を
受
診
し
た
人

の
う
ち
、
80
歳
以
上
で
自
分
の

歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い
る
55

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
普
段

の
歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ

な
ど
、
丁
寧
に
続
け
て
い
る
熱

心
さ
が
実
を
結
び
ま
し
た
。

■
北
広
島
町
健
康
福
祉
ま
つ
り

　

「
あ
な
た
の
笑
顔
は
私
の
元

気
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
21
年

度
北
広
島
町
健
康
福
祉
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。「
ま
め
マ
メ

き
た
ひ
ろ
し
ま
」
各
部
会
の
展

示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ミ
ニ
健

診
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
、

地
球
温
暖
化
学
習
や
、
く
つ
ろ

ぎ
喫
茶
、
あ
そ
び
の
広
場
な
ど

豊
富
な
内
容
で
す
。
会
場
で
は

「
芸
北
高
原
秋
ま
つ
り
」
と
「
西

中
国
こ
ど
も
神
楽
大
会
」
も
同

時
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日
（
日
）
午
前

　

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

会
場　

芸
北
文
化
ホ
ー
ル

　
　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

　

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　


０
８
２
６
‐
３
５
‐
０
２
３
０

■
在
宅
緩
和
ケ
ア
講
演
会　
　

　

が
ん
患
者
の
痛
み
を
緩
和

し
、
本
人
が
家
族
と
と
も
に
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
、
芸
北
地

域
保
健
対
策
協
議
会
主
催
の
在

宅
緩
和
ケ
ア
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
費
や
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　

10
月
31
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～

会
場　

役
場
本
庁

講
師　

藤
本
真
弓 

医
師

　

（
小
網
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　
　

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島

　

支
所

　


０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
１
７

■
認
知
症
相
談
会

　

北
広
島
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
役
場
保
健
課
内
）
で

は
、
６
月
か
ら
２
か
月
ご
と
に

認
知
症
相
談
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
自
分
や
家
族
が
認
知
症
で

は
な
い
か
と
心
配
の
あ
る
方
、

認
知
症
の
介
護
で
お
困
り
の
方

な
ど
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

日
時　

偶
数
月
第
３
木
曜
日

　
　

（
10
月
15
日
、
12
月
17
日
、

　
　

２
月
18
日
、
…
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　

北
広
島
町
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　

保
健
課
地
域
介
護
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

■
消
費
生
活
講
演
会

　

「
情
報
の
正
し
い
選
び
方
」

を
テ
ー
マ
に
、
読
売
テ
レ
ビ
解

説
委
員
の
辛
坊
治
郎
さ
ん
に
よ

る
消
費
生
活
講
演
会
を
実
施
し

ま
す
。

日
時　

10
月
５
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　

大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

北
広
島
町
人
権
セ
ン
タ
ー

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
０
２
０

　
■
地
デ
ジ
・
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
見
ら
れ
な
い
世
帯
に
対
し
、

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給

付
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
生
活
保
護
世
帯
や
、
障
害

者
の
い
る
町
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除

の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
機
材
の
現
物

給
付
で
す
の
で
、
自
分
で
購
入

し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の
費
用

の
精
算
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
し

８
０
２
０
げ
ん
き
な
歯
表
彰

込
み
受
付
開
始
は
、
10
月
１
日

の
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
役
場

福
祉
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

支
援
制
度
全
体
…

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　


０
５
７
０
‐
０
３
‐
３
８
４
０

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除
関
係
…

　

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

■
特
別
障
害
者
手
当
制
度

　

障
害
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

障
害
者
に
手
当
が
支
給
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
の
重

度
障
害
者
で
、
20
歳
以
上
の
方

に
は
特
別
障
害
者
手
当
、
20
歳

未
満
の
方
に
は
障
害
児
福
祉
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

所
得
が
一
定
額
を
超
え
て
い
る

方
や
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
、
病
院
な
ど
に
継
続
し
て
３

か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
に

は
医
師
の
診
断
書
な
ど
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
役
場
福
祉
課

か
、
各
支
所
自
治
振
興
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

村
上
明
雄
副
町
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

問

問

…
問
い
合
わ
せ
先

問

問

問

問

問
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■
子
連
�
ス
ポ
ッ
ト
情
報
募
集

　

北
広
島
町
に
は
、
子
ど
も
連

れ
で
一
日
中
遊
べ
る
よ
う
な
テ

ー
マ
�
ー
ク
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
夜
空
一
面
に
星
が
広

が
る「
天
然
プ
ラ
�
タ
リ
ウ
ム
」

や
、
買
え
ば
数
百
円
か
か
る
�

�
ト
ム
シ
に
出
会
え
る
森
林
な

ど
、
お
金
や
待
ち
時
間
が
い
ら

な
い
遊
び
場
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
の
公
民
館
講
座
で
生

ま
れ
た
グ
ル
ー
プ
「m

マ

マ

ズ

a
m

a
's 

c

�

�

�

a
fe

」
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

で
は
、子
連
れ
で
楽
し
め
る「
お

出
か
け
ス
ポ
ッ
ト
」
の
情
報
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
本

に
も
載
っ
て
い
な
い
口
コ
ミ
情

報
、
自
分
し
か
知
ら
な
い
秘
密

の
場
所
、
自
然
の
美
し
い
と
こ

ろ
、
雨
の
日
の
遊
び
場
、
偶
然

見
つ
け
た
穴
場
な
ど
の
ほ
か
、

子
連
れ
で
入
り
や
す
い
店
、
便

利
な
ト
イ
レ
な
ど
、
ど
ん
な
情

報
で
も
歓
迎
し
ま
す
。
各
地
域

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、

千
代
田
中
央
公
民
館
に
あ
る
用

紙
に
記
入
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
ボ

ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

集
ま
っ
た
情
報
は
、
３
月
に

発
行
さ
れ
た
�
ン
�
レ
ッ
ト

「
北
広
島
町
子
育
て
応
援
情
報

�
�
�
」
の
、
平
成
22
年
度
�

ー
ジ
�
ン
ア
ッ
プ
版
の
作
成
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

す
べ
て
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
情
報
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
　

千
代
田
中
央
公
民
館

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
２
４
９

■
第
�
回
靉
光
記
念
自
画
像
展

　

北
広
島
町
出
身
の
画
家
「
靉あ

い

光み
つ

」
を
記
念
し
て
実
施
し
て
い

る
、
北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画

像
展
は
、
今
年
で
３
回
目
を
�

か
え
ま
す
。
靉
光
大
賞
、
北
広

島
町
長
賞
な
ど
、
50
点
の
入
賞

作
品
の
表
彰
式
と
町
内
巡
回
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
力
作
を
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

�
表
彰
式

日
時　

10
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

式
場　

千
代
田
中
央
公
民
館

�
巡
回
展
示
会

千
代
田
中
央
公
民
館

　

10
月
10
日（
土
）～
25
日（
日
）

豊
平
中
央
公
民
館

　

10
月
28
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　

11
月
５
日（
木
）

北
広
島
町
図
書
館

子
育
�
応
援
情
報
�
�
�
の
�
ー

�
�
�
�
�
�
に
期
待
�
る
、
日
高

恵
さ
ん
、
真
悠
�
�
ん
親
子
�
春
木
�

　

11
月
11
日（
水
）～
19
日（
木
）

芸
北
文
化
ホ
ー
ル

　

11
月
25
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　

12
月
３
日（
木
）

　
　

千
代
田
中
央
公
民
館

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
２
４
９

■
麻
薬
等
乱
用
防
止
運
動
月
間

　

10
月
、
11
月
は
「
麻
薬
・
覚

せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
月
間
」

で
す
。
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
の
乱

用
は
、
乱
用
者
自
身
の
心
身
を

�
し
ば
�
ば
か
り
で
な
く
、
各

種
の
犯
罪
・
事
件
・
事
故
を
引

き
起
こ
し
、
社
会
に
も
大
き
な

不
安
を
与
え
ま
す
。
麻
薬
や
覚

せ
い
剤
の
乱
用
を
防
止
す
る
に

は
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し
く

認
識
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
不

正
な
薬
物
に
「
近
づ
か
な
い
」、

薬
物
を
「
近
づ
け
な
い
」
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
す
。
み
ん
な

で
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の
乱
用

を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

●犬の放し飼いは禁止です

　犬の放し飼いは、広島県動物愛護

管理条例により禁止されています。

「短時間だから」「朝夕の散歩のため」

などの理由で、犬を放していません

か？　「うちの犬は悪さをしない」

と思っているのは、飼い主さんだけ

かもしれません。犬が人に迷惑をかけたり、交通事故に

あったりしないように、必ずつないで飼いましょう。

●犬の散歩はマナーを守りましょう

　犬を散歩させるときはマナーを守り、道路や河川敷、

公園など公共の場所や、他人の土地にフンを放置して住

民へ迷惑をかけないよう、必ずフンの後始末をしましょう。

●犬の登録、注射、死亡などの届出を忘れずに

　犬の登録と年 1 回の狂犬病予防注射は、狂犬病予防

法により義務付けられています。犬を新たに飼い始めた

とき（子犬は生後 90 日を過ぎたとき）は、30 日以内

に登録することが必要です。また、犬の所在地や飼い主

が変わったとき、死亡したときにも、役場町民課か各支

所自治振興課へ届け出をしてください。

●猫はなるべく室内飼いに

　猫を屋外に出すと、フンや尿、鳴き声、他人の土地で

　　町民課環境管理室

　０８２６－７２－０８５４

のいたずらなど、トラブルの原因にな

ります。また、交通事故やノミ、ダニ

予防のためにも、猫はなるべく室内で

飼いましょう。

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

問

問

正しく飼っていますか？　犬と猫

問

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g
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アザレア からのお知らせ

☆第４回アザレアみんなのまつり開催☆
１０月２４日 土曜日 ８：３０より（少雨決行）

アザレアセラミック湯 無料開放 11：00～15：00
少年サッカーの大会を中心に ＜マーチングバンドの演奏＞

昼食は５００円・アザレアカレーセット（サラダ食べ放題付）

アザレア千代田・千代田運動公園
　　　　　 ０８２６‐７２‐７５００

広告解体からゴミ処理まで、すべてお任せください！

西部環境有限会社
一般廃棄物・産業廃棄物処理・総合解体業

出張、無料見積りいたします！お気軽にお問い合わせください。

〒 731-3821
　広島県山県郡安芸太田町大字土居 310
リサイクル工場
　広島県山県郡安芸太田町大字土居 317-1

TEL（0826）28-1888　FAX（0826）28-1889

ちっちゃなことでも誠心、誠意、対応いたします。

広告

エコアクション 21
認証・登録番号 0002210

収 

集 

日

地 

区

収�

集�

場�

所

10
月
11
日

�
�

�
日
�

八
重
西

八
重
西
地
区
総
合
�
�
�
ー
前
�
�
�
�
�

八
重
中
央

広
島
北
部
農
協
育
苗
�
�
�
ー
�
春
木
�

八
重
東

旧
役
場
駐
車
場
�
消
防
屯
所
奥
側
�

蔵
迫

舞
綱
倉
庫
隣
広
場

川
戸

旧
広
島
北
部
農
協
川
戸
支
所
横
広
場

10
月
18
日

�
�

�
日
�

壬
生

広
島
北
部
農
協
梅
�
木
倉
庫
広
場

南
方

小
木
次
会
館

本
地

旧
広
島
北
部
農
協
本
地
支
所

10
月
25
日

�
�

�
日
�

今
吉
田

吉
坂
郵
便
局
向
か
い

阿
坂

阿
坂
老
人
憩
い
の
家

共
盛

斉
原
宅
前
広
場

戸
谷

国
道
�
�
�
号
�
き
西
川
六
八
宅
広
場

長
笹

長
笹
老
人
集
会
所

11
月
�
日

�
�

�
日
�

中
原

中
原
老
人
集
会
所

志
路
原

原
東
生
活
改
善
�
�
�
ー

都
志
見

都
志
見
生
活
改
善
�
�
�
ー

吉
木

吉
木
福
祉
�
�
�
ー

11
月
８
日

�
�

�
日
�

大
朝

三
丁
目 

町
営
駐
車
場

新
庄

伊
関
会
館
付
近
町
有
地

　

ご
み
の
定
期
収
集
日
に
「
出

せ
な
い
ご
み
」
と
し
て
お
知
ら

せ
し
て
い
る
大
型
農
機
具
な
ど

の
、
特
別
収
集
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
�
も
の

　

大
型
農
機
具（
ト
ラ
ク
タ
ー
、

耕
う
ん
機
、
コ
ン
�
イ
ン
、
�

イ
ン
ダ
ー
、
�
ー
�
ス
タ
ー
、

も
み
す
り
機
、
も
み
乾
燥
機
、

田
植
機
、
ト
ッ
プ
�
ー
な
ど
）、

�
イ
ク
、
モ
ー
タ
ー
、
�
ラ
ム

缶
、
ワ
イ
�
ー
、
大
型
鉄
く
�

な
ど
が
収
集
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
小
型
農
機
具
（
草

刈
機
、
動
力
噴
霧
機
な
ど
）
も

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
通
常
の
粗
大
ご
み
収
集
日
に

出
し
た
り
、
き
れ
い
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

■
対
象
と
な
�
な
い
も
の

　

定
期
収
集
を
行
っ
て
い
る
家

電
製
品
な
ど
の
粗
大
ご
み
や
、

ほ
と
ん
ど
が
木
製
の
構
造
で
あ

る
農
機
具
は
、
今
回
の
特
別
収

集
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
�
ス
ボ
ン
�
、
消
火
器
な

ど
も
対
象
外
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
れ
ら
の
処
分
は
販
売
店

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
収
集
場
所
へ
の
出
�
方

　

一
品
目
ご
と
に
４
０
０
円
の

「
粗
大
ご
み
処
理
券
」
を
は
り
、

下
の
表
の
と
お
り
、
地
区
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
日
に
収
集
場
所

へ
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

収
集
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
収
集
作

業
が
済
ん
だ
後
に
出
さ
れ
た
も

の
や
、
処
理
券
が
は
ら
れ
て
い

な
い
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　

分
解
で
き
る
農
機
具
に
つ
い

て
は
、
収
集
車
両
に
積
み
込
み

や
す
い
よ
う
、
分
解
、
荷
作
り

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
農
機
具
の
燃
料
タ
ン
ク
や

�
ラ
ム
缶
は
、
燃
料
な
ど
を
完

全
に
抜
き
取
り
、
キ
�
ッ
プ
を

取
り
外
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
燃
料
が
残
っ
た
ま
ま
の
も

の
は
、
資
源
化
施
設
で
の
爆
発

事
故
や
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

大型農機具等
　　特別収集

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

問　 町民課環境管理室
　　  ０８２６‐７２‐０８５４
　 大朝支所自治振興課
　　  ０８２６‐８２‐２２１１
　 豊平支所自治振興課
　　  ０８２６‐８３‐１１２２
　 芸北広域環境施設組合
　　  ０８２６‐７２‐２１１１
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Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

住
宅
用
火
災
警
報
器

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

災害に対する心構え

経
験
が
行
動
の
妨
げ
に

　

児
童
は
、
学
校
で
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を

習
い
、
知
識
と
し
て
避
難
の
重
要
性
を
知

っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
そ
の
行
動
を
止

め
た
親
に
は
、
「
注
意
報
が
出
て
も
津
波

は
来
な
い
」
と
い
う
、
今
ま
で
に
経
験
と

し
て
積
み
上
げ
て
き
た
先
入
観
が
あ
り
ま

し
た
。
危
険
が
目
前
に
迫
っ
て
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
何
事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
大
丈
夫
だ
と
判
断
し

た
結
果
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
長
い
人
生
の
中
で
被
災
し
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
経
験
が
、
避
難
行
動

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
悪
例
と
言
え
ま
す
。

　

あ
る
大
学
の
調
査
で
、
次
の

よ
う
な
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
地
域
で
津
波
注
意
報
に

伴
う
避
難
指
示
が
出
て
、
そ
れ

に
従
お
う
と
し
た
児
童
の
半
数

以
上
の
親
が
、「
大
丈
夫
だ
か

ら
」
と
子
を
制
止
し
て
い
た
と

い
う
の
で
す
。
な
ぜ
児
童
の
親

た
ち
は
、
避
難
指
示
に
従
お
う

と
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

災害が発生する恐れがあり、避
難指示が出たとき、みなさんは
すぐに避難行動が取れますか？

子どもの
避難行動を、
親が制止 !?

避
難
行
動
も
「
防
災
」

　

北
広
島
町
で
は
近
年
、
家
屋
な
ど
の
財
産
や
生
命
を

失
う
よ
う
な
、
記
憶
に
刻
ま
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
災
害

経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、こ
の
「
経
験
が
な
い
」

と
い
う
経
験
が
あ
る
か
ら
、
今
後
も
「
そ
れ
」
は
あ
り

得
な
い
と
言
い
切
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

ま
た
、
出

か
け
た
先
で
災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
き
に
、
自

分
に
経
験
が
な
い
と
い
う
理
由
で
安
全
が
確
保
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

人
の
経
験
や
人
知
を
超
え
て
発
生
す
る
の
が
災
害
で

す
。
何
か
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
、
す
べ
て
が
手
遅
れ

な
の
で
す
。
起
こ
る
前
の
心
構
え
、
災
害
へ
の
備
え
と

し
て
、
避
難
指
示
に
対
し
、
速
や
か
に
避
難
行
動
を
取

る
。
そ
れ
も
「
防
災
」
な
の
で
す
。

避難上の注意

夜間における無理な

避難行動は行わない

ようにしましょう。

「避難は徒歩で、荷

物は最小限に」が原

則です。

くらしの情報

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
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The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g
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9 月 30 日（水）

＊納付は便利で安心な口座振替で !
＊残高確認をお忘れなく！　

>>> Human rights 人権フェスタ 2009

家電製品は

　省エネタイプの

　　ものを選ぼう

>>> Editor's postscript 編集後記

>>> Population 人口と世帯

>>> Energy saving 省エネのススメ

>>> \\\ 納期限

ありがとう

　えがおがひろがる

　　すてきなことば

●固定資産税［３期］
●国民健康保険税［４期］
●後期高齢者医療保険料［３期］

竹

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g

日時　10 月４日（日）午前９時～

会場　芸北運動公園、

　　　芸北オークガーデン（グランドゴルフ）

　 町民大運動会実行委員会事務局

　 ０８２６‐３５‐００７０（芸北文化ホール）

第４回北広島町民大運動会

新型インフルエンザ対策の徹底を！

①手洗い、うがいをしっかりしよう。

②バランス良い食事や休養をとり、抵抗力を高めよう。

③せきやくしゃみを、人にかけないようにしよう。

④ 症状があればマスクを着用し、医療機関へ電

話連絡して早めに受診しよう。

［８月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,581 人 （＋  2）

    男 9,837 人 （－  1）

    女 10,744 人 （＋  3）

    世帯数 8,294 世帯 （＋  6）

　　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　　０８２６‐７２‐０８５６
　　ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

人情報コーナー求

◆「農山村交流」の取材で、才乙の民宿・徳
永修三さん宅を訪問させていただいた時のこ
とです。そこへ滞在している、新市小学校５年
生の女の子が、私のためにミニトマトを洗って
持ってきてくれました。ほんの小さな出来事か
もしれませんが、女の子の気配りのよさ、思い
やりの心が伝わってきて、うれしく思いました。
たとえ数日間であっても、自宅や学校を離れ、
知らない土地で生活することは、体験プログラ
ムにある大きな経験だけでなく、ミニトマトの
ような小さな出会いや発見もたくさん経験する
ことができます。その一つひとつが、素敵な大
人になるための糧となることでしょう。

竹

細

◆朝晩が涼しく、すっかり秋めいてきました
ね。夕日に照らされた稲穂で田んぼが金色に
輝いて、とてもきれい。「北広島に生まれて
よかったー！」（ちょっと古いですね。。。）

問

９月９日現在 届出順

企業名 募集職種

今井運送 株式会社 資材運送

八剣伝 千代田店 接客業

医療法人 明和会 北広島病院･あけぼの 看護師（正・准）

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 理学療法士、看護師

社会福祉法人 北広島町社会福祉協議会 登録ヘルパー

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理

四季乃家 彩蔵 ホールスタッフ

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師

有限会社 mint a bloom 美容師、美容師見習い

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

へんぽこ茶屋 製造

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

エコテクノ 株式会社 フロント営業事務

有限会社 大朝交通 運転士

株式会社 米田自動車 営業（パソコン業務あり）

株式会社 大上自動車工業 千代田工場 鉄工

太田川森林組合 造林夫（枝打・新植事業）

株式会社 タカキベーカリー 千代田工場 製造

株式会社 どんぐり村 接客、厨房

有限会社 千代田住宅設備 建設、販売

　　＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問

（　）：前月比（　）：前月比［８月末日現在］　　　　［８月末日現在］　　　　

    人　口

    男

    女

    世帯数



高原からの花便り　№56

頭
を
垂
れ
た
稲
穂
の
波
が
、
豊
か
な
恵
み

の
季
節
を
告
げ
て
い
ま
す
。
食
料
と
し
て
の

米
を
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
ん
な
に
美

し
い
風
景
を
作
り
出
す
お
百
姓
さ
ん
の
努
力

を
思
う
と
、
こ
ち
ら
の
頭
が
下
が
る
思
い
で

す
。
稔み

の

り
の
季
節
は
、
野
山
の
植
物
に
と
っ

て
も
、
冬
仕
度
を
急
ぐ
時
で
す
。
咲
く
花
の

種
類
も
少
な
く
な
る
こ
ろ
に
は
、
キ
ク
科
の

植
物
が
目
立
ち
ま
す
。

ゴ
マ
ナ
は
、
湿
原
や
草
原
、
林
道
沿
い
な

ど
、
明
る
い
環
境
に
見
ら
れ
る
多
年
草
で
す
。

大
き
な
も
の
で
は
１
・
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

も
な
り
ま
す
。「
胡ご

ま

な

麻
菜
」
と
い
う
名
前
が

付
い
て
い
ま
す
が
、
胡
麻
の
匂
い
は
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。
葉
の
形
が
胡
麻
に
似
て
い
て
、

若
芽
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
、
名
前
の
由
来

の
よ
う
で
す
。

少
し
離
れ
た
所
か
ら
見
る
と
、
小
さ
な
花

を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
た
ゴ
マ
ナ
の
姿
は
、
白

く
霞か

す

ん
だ
よ
う
に
見
え
ま
す
。
一
つ
の
花
に

は
、
15
枚
前
後
の
花
弁
が
、
ま
ば
ら
に
付
い

て
い
ま
す
。
そ
の
花
を
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、

一
つ
の
花
に
見
え
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の

花
が
集
ま
っ
た
も
の
だ
と
分
か
り
ま
す
。
花

弁
に
見
え
た
も
の
も
、
そ
の
一
片
が
一
つ
の

花
で
す
。
ま
た
、
黄
色
く
見
え
る
部
分
に
も
、

筒
の
形
を
し
た
小
さ
な
花
が
並
ん
で
い
ま
す
。

キ
ク
の
仲
間
は
世
界
中
に
見
ら
れ
、
最
も

進
化
し
た
グ
ル
ー
プ
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
の
菊
も
タ
ン
ポ
ポ
も
ヒ
マ
ワ
リ
も
、

そ
し
て
ゴ
マ
ナ
も
、
共
通
し
て
い
る
の
は
花

の
造
り
で
す
。
花
粉
を
運
ぶ
虫
に
見
つ
け
て

も
ら
い
や
す
い
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
花
が

集
ま
っ
て
、
キ
ク
の
花
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
マ
ナ
の
花
は
、
一
つ
の
小
さ
な
花
が
一

つ
だ
け
種
を
付
け
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
花
は

小
さ
く
、
形
も
様
々
で
す
が
、
花
弁
を
持
つ

花
も
持
た
な
い
花
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
で
、
点
描
画
の
よ
う
に
ゴ
マ
ナ

の
花
を
形
作
り
、
全
体
と
し
て
虫
を
呼
ぶ
姿

を
作
っ
て
い
ま
す
。
各
々
が
別
々
に
努
力
す

る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
方
向
に
向
か
っ
て

協
調
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な
が
目
的
を
達
成

す
る
。
そ
ん
な
、
進
化
の
末
の
結
論
を
見
て

い
る
気
が
し
ま
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
10月
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